
　

季
節
は
め
ぐ
り
、
新
た
な
春
に
。

　

９
年
間
途
絶
え
て
い
た
、
矢
代
区

の「
手て

ぎ
ね杵

ま
つ
り
」（
加
茂
神
社
ほ
か
）

が
、
区
民
の
熱
い
思
い
か
ら
、
鮮
や

か
に
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

和
久
里
区
で
は
、
６
年
に
一
度
の

無
言
劇「
和わ

く
り

久
里
壬み

ぶ生
狂き

ょ
う
げ
ん言」（

西
方

寺
）
が
奉
納
。
若
い
世
代
に
よ
る
30

年
振
り
の
面
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伝
統
行
事
の
復
活
と
継
承
の
現
場

を
写
真
で
お
届
け
し
ま
す
。

㉓ 広報おばま　平成 26. 5

手
杵
ま
つ
り

4
月
6
日【
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
】

広報おばま　平成 26. 5 ㉒
稽古
3日 28日

和久里壬生狂言
4月11日〜13日【国選択無形民俗文化財】

面づくり
3日 5日

「継承」

稽古
4日5日

「
復
活
」


